






〔要約〕EIA法による測定によって尿中 HVA が異常高値を示した検体について,その原因と

取り扱いについて検討した。これらの検体の溶出操作からの再検ではやはり高値を示し,

技術的な原因ではないと思われた。また,これらの検体は,酢酸エチルによる描出ですべて

カットオフ値以下を示した。異常高値の原因物質の描出をエキストレルートカラムを用い

て試みたが,クロロフォルムやジエチルエーテルでは描出されなかった。新らしく送付され

た検体すべてについて,酢酸エチルによる描出を行い,描出前後の値,および HPLCの結果と

比較検討した。VMA 値についてはよい相関を示し,EIA 法による尿中 VMAの測定結果は,HPLC

による結果と同様の判定が可能と思われた。HVA については,描出後の値が HPLC の測定値

と相関がよくなる傾向がみられた。HVA の高値検体は,酢酸エチルで描出し,再検する必要

があると考えられた。 


